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海外になんて行きたくない！ 
 
この夏、全校児童生徒が応募した「海外子女文芸作品コンクール」で、

なんと G7 から 3 名もの入選者（佳作）が出ました。「作文部門：藤本逢
里あいりさん 短歌部門：加藤周しゅうくん 詩部門：藤田碧生あおいくん」
です。Good Job！ Cool！おめでとうございます。(賞状は年末に届く予定
です。)今号では私(教頭)の文章より 100 倍素晴らしい藤本さんの作文を巻頭
に加藤くん藤田くんの作品を紹介いたします。本校だけでなく世界中の日本
人学校のみなさんに読んでほしい内容です。HP にもアップします。どうぞご照覧下さい。                          
＜作文：新しい自分＞         G7 藤本逢里 さん 
海外になんて行きたくない！ 卒業を控えた小学校六年生の秋の日、私は一時間泣き叫びました。

父の海外赴任が決まり、家族で行くことを伝えられました。私は海外生活など考えたことがなく、
とても不安で悲しかったです。友達も悲しんでいたけれど、励ましてくれて笑顔で別れることがで
きました。私は今、アブダビにいます。小さい時にもここに住んでいたという話を親から聞きまし
た。「とてもいい国だ。」と言うことを話してくれましたが、やはり不安でした。 
ですが、来てすぐなのに「とてもいい国だ。」と感じています。町の人やフラットの人、みんな

とても優しいです。まだこの国に少ししかいないのに、けっこうこの国に慣れてきました。英語が
あまり話せない私が、あやふやな英語で伝えた時に、優しい笑顔で「OK」と言ってくれました。
この短い間で心がポカポカすることがたくさんあり、不安が少しずつ少しずつ減っています。 
たまに、友達とメールをしていて悲しくなり、号泣することがあります。でも、応援してくれる

たくさんの友達や、支えてくれている家族のことを考えるといつでも「がんばろう。」と思います。
この国はとても平和で楽しいことがいっぱいあります。 
学校でも、たくさんの友達ができ授業もみんなと受けることができ、とても楽しいです。遊びに

さそってくれたり、学校のことをたくさん教えてくれたりなど、みんな優しくてうれしいです。 
休日には、近くのお店に買い物に行ったり、少し遠いモールにいったりなどいろいろな所に行き

ます。買い物をする時、日本にいる時には読めなかった英語を読めたりすると、少し英語力が上が
った気もします。行ったことのないモールなどに行って、家族で新しいことを発見するのも、とて
も楽しいです。また、近くの日本人家族と遊んだり出かけたり充実した日々を送れています。アブ
ダビで日本とはちがう毎日を過ごせています。 
文化が違うので、少し大変なこともあります。ラマダン期間中などは日中、食べ物屋が閉まって

いたり、人前で飲食しないよう我慢したりします。でも、この地で文化の違いを身をもって感じ、
知ることができているのだと思います。このように文化の違いを実感することができるのも海外に
いるときにできる、一つの貴重な体験だと思います。このような体験をこれからも大切にしていき
たいと思います。 
アブダビに来てたくさんの驚きがありました。来る前に「暑い」とは聞いていたけれど体感する

と予想以上に暑いです。また、私のだいたいの英語は通じないとあきらめていたのですが、思った
より通じて、私は毎日驚いています。私は今、アブダビの地で、日本とは別の楽しさや、面白さ、
悲しさを味わっています。これからもこの感覚が続くと思うとドキドキします。来る前は胸が張り
さけそうなくらいに悲しくて「絶対に行かない！」と毎日言っていました。けれど、来てみると予
想以上にいい国で慣れやすくて面白いです。 
私は海外に行ったことがない人、行かなければならない人に伝えたいです。「行ってみないとわ

かりません。自分で体験しなければわかりません。行って体験して、嫌だったら戻ればいい。やっ
てみなきゃ、分からないものですよ。」と。 
私は今このことを実感しています。外国に来ると、心の奥にあったものが引き出され、新しい自

分が見つけられます。私は今、この太陽がギラギラ照りつけるアブダビで、新しい自分を見つけ出
しているところです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

    ＜短歌＞          G7 加藤 周くん  
朝もやに鷹が僕らを呼んでいる そうして僕らは寝返りを打つ 
    ＜詩 アブダビと東京＞    G7 藤田 碧生くん 

僕は東京にいた そこからアブダビに来た  
この国は暖かい 気候もほとんど晴れ  
じめっとした空気が嫌なので気持ちいい 
アラビア語を学ぶこともできる イスラム教を知れる 
グランドモスクにも行ける ラマダン お祈り すごい 
ラマダンは 30 日 神に近づくため 食事をしない 
終われば 家族みんなでお祝いをする 
みんなしっかり 神さまに祈っている 
アブダビには猫がたくさんいる その猫がとてもかわいい 

＜中学部修学旅行 11 月 7 日～10 日＞ 
１日目飛行機や機内食が苦手な子も元気に美味しく頂きエジプトに到
着。バスの遅れでサンセットクルーズを３日目に延期し、ファラオ村を
満喫しました。古代エジプトの歴史に触れ楽しそうでした。ホテルで夕
食、10 時に就寝。明日はピラミッド。みんなワクワクしてます。 
２日目朝食を食べギザの三大ピラミッドに向けて出発。移動中、段々と
近づくピラミッドに目を輝かせていました。実際のピラミッドの迫力に
大興奮。写真を撮ったり、ラクダに乗ったり楽しみました！サッカーラ
でランチ、グリル。午後は階段ピラミッドとラムセス 2 世の像を見学し
ました。途中田舎のスーパーで買い物。ホテルでは UNO や人狼を楽し
みました。 
３日目最初にモハメド アリ モスク。次は文明博物館。本物のミイラを見
ました。昼食のミートボールは激辛でした。午後ハンハリーリでお土
産。家族への、お土産を選んでいました。ホテルでプールに入りまし
た。寒がりながらも鬼ごっこをしました。最後はサンセットクルーズ。
キレイな景色と料理を楽しみ、ホテルに戻りたくないと言っていまし
た。最終日はエジプト考古学博物館見学しました。 

  ＜11月３日フラッグデー＞ 

ＵＡＥが建国されたことを祝い、国
内全土で国旗を掲げるフラッグデ
ー。今年は３年ぶりに全校生徒が集
まって、この特別な１日を祝いまし
た。G９アルマンスールくん、Ｇ８
ユーセフくん、アリくんは、代表と
して宣誓や説明で活躍！高学年とし
て、そしてエミラティ生徒代表とし
ての凛々しい姿が印象的でした。 

 

＜砂漠活動 11 月 16 日＞ 
 全校児童生徒で 3 年ぶ
りの砂漠活動。学校から
一時間ほどの Al Khatim
砂漠に行ってきました。
ソリやサンドボード、砂
山崩し、ペットボトルロ
ケット等の活動。広大な
砂漠の中でお弁当。楽し
く充実した砂漠活動でし
た。             ↓   → 


